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１.机の必要なサイズや機能、構造の検討
A study of the furniture in pursuit of its feasible structure to be reused at design studio 
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（３）壁の傷みを補修し教室環境の美観を改善
・壁の老朽化している部分を補修し、入り口のドア
と天井も含めてホワイトに塗装。
（４）黒板をホワイトボード仕様に変更
・黒板にラミネートシートを貼り、ホワイトボード
仕様としてリユースした。
・マグネットは使用不可能。（元の黒板も同様）
（５）ロッカーの使用状態確認と廊下の美観を検討
・現在、各自に一つ割り与えられているが、老朽化
が進み使用状態、セキュリティー面ともに悪い。
・収納内容やサイズを調査し、今後リニューアルを
していきたい。
おわりに
長年使用されてきたデザイン科の什器の新旧交代
に関わることができ大変光栄であった。またこれか
らも、長く美しく使ってもらいたい気持ちで一杯で
ある。今回は一部のデザイン科専攻の教室を中心に
什器の入れ替えと、実験的に収納棚の扉を新たに設
置し、壁面や黒板の補修を行った。
その結果、予想以上に良い教室環境へ改善された。
しかし、その中にもリユースという言葉を意識し、
収納棚の本体の再利用や黒板のホワイトボード化な
ど、使える物は再利用する考えは一貫して通した。
今後、他の教室にも反映できればと思う。
次年度以降は実際に学生達が新しい什器を使用し
ていく中で起こる問題点や改善点を調査分析し、さ
らにデザイン教育にふさわしい教室環境を検証して
いきたいと思う。これを通して、リユース可能な家
具の定義や可能性を明確にできるよう本研究を継続
して行っていきたいと思う。
最後にこの場をおかりして、選定委員会でご協力
いただいた坂本英之先生、鈴木康雄先生、畝野裕司
先生、事務局の方々、ご相談にのっていただいた各
メーカーの皆様方に心より厚く御礼を申し上げます。
　　　　　　（ねごろ・たかなり　製品デザイン）
　　　　　　　　　　　（2011年10月31日　受理）
